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新型コロナウイルス感染症対策に係る安全安心な学校教育の環境づくり 

                          

 

１ 夏季休業の短縮について（別紙） 

   

 

２ 部活動の再開時期等について（別紙） 

 

 

３ プール、水泳  

 ・行わない。 

・ただし衛生の保持及び来年の使用に支障がないように、水の入れ替え及び保守点

検を行う。 

 【課題】（文部科学省からの通知） 

・十分なソーシャルディスタンスをとれる更衣室が確保できない。 

・「複数のクラスによる合同授業はなるべく避ける」とすると 

→２人で監視をする教職員の確保が困難。 

→授業ごとでドアノブやシャワーや洗眼器の水栓など、児童生徒が手を触れる箇 

 所を都度消毒することは困難。 

   ・心臓や眼科の定期診断の実施が水泳開始までに終了しない学校が出る可能性がある。 

 

 

４ 修学旅行（中学校） 

 ・延期（下表の「実施予定日」は調整済み）、中止（感染リスクの状況による） 

【課題】 

・企画料等が既に発生しているので、生徒一人当たりの額として、1回 4,000円～5,000

円程度請求されることが予想される。この場合、保護者負担を少しでも軽減できる

よう検討する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 当初予定 対応 実施予定日 対応 方向性 

豊科南中 ４月 延期→ 10/18～20  （2か月前判断必要） 

豊科北中 ４月 延期→ ９/７～９  （2か月前判断必要） 

穂高東中 ４月 延期→ 11/６～８  （1か月前判断必要） 

穂高西中 ４月 延期→ ７/28～30  （1か月前判断必要） 

三郷中 ４月 延期→ 10/12～14  （2か月前判断必要） 

堀金中 ４月 延期→ 10/17～19  （2か月前判断必要） 

明科中 ４月 延期→ ８/25～27  （1か月前判断必要） 

 

資料１ 
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５ 文化祭（中学校） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 運動会（小学校） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 音楽会（小学校） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 実施予定日 対応 

穂高東中 10/２～３ 従来の文化祭の形式では行わず、規模を縮小して実施す
る方向で検討していく。 
 
【課題】 
・発表内容の検討が必要（総合的な学習の時間の授業が進んで
いない。事前の合唱練習ができない等） 

・形態の検討（全校生徒や保護者が一堂に会する状況をつくら
ずに行う 等）  

 

その他６校 ９/25～26 

 

 当初予定 対応 実施日 対応 

豊科南小   10/30 従来の音楽会の形式では行わない。 

通常の授業の延長として、児童の様子を保護者

に見てもらう機会等を検討する。 

 

【課題】 
・狭い空間での歌唱指導が困難であり、必要となる
練習の機会が持てない。 

・人に聞いてもらう演奏をするには、ある程度の練
習時間の確保も必要。 

・児童が共同で使う楽器や用具の消毒が、その都度
必要になるが、短時間にすべてを行うことは困難。 

・屋内で、児童生徒や保護者等、大勢が密集して長
時間活動することを避けられない。 

豊科北小 ６/26 延期→ ２学期 

豊科東小   11/６ 

穂高南小 ６/26 延期→ ２学期 

穂高北小 ７/２ 延期→ ２学期 

穂高西小 ６/26 延期→ ２学期 

三郷小   11/５、６ 

堀金小 ６/26 延期→ ２学期 

明南小 ６/18 延期→ ２学期 

明北小 ６/20 延期→ ２学期 

 

 実施予定日 対応 

堀金小 ９/12 従来の運動会の形式では行わない。 

通常の授業の延長として、児童の様子を保護者に見ても

らう機会等を検討する。 

 

【課題】 
・児童が密集する運動や、近距離で組み合ったり接触したりす
る運動を行わない種目の検討が必要。 

・屋外とはいえ、児童生徒や保護者等、大勢が密集しないよう
にすることは困難。 

・暑さに慣れていないことや運動不足から熱中症や体調管理に
対する対策が、これまで以上に必要になるため、児童及び教
職員への負担が大きい。 

 

その他９校 ９/19 
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                           （別紙） 

 

学校の夏季休業の短縮について 

                           

 

１ 小中学校の夏季休業について 

  ・１学期の終業式 ７月 22日（水） → ８月７日（金） 

  ・授業日を 10日間確保する。給食を提供する。 

  ・２学期始業式 ８月 24日（月）を基本とする。ただし、学校の実情により早め

ることも可能とする。 

  ・中学校のエアコン設置工事は土日に行うこととし、工期は基本的には変更しな

い（三郷中学校除き、年内完了）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ その他 

 ・夏季休業中の授業日に加え、行事の中止や見直しに伴って生み出される授業日を、

臨時休業中に確保できなかった授業時数に当てていく。 

２０２０年 ７月～８月 

月 火 水 木 金 土 日 

20 21 

 

22 

1学期終業式 

（当初） 

23 海の日 24 スポーツの日 25 26 

27 

登校日① 

 

28 

 登校日② 

29 

 登校日③ 

30 

 登校日④ 

31 

登校日⑤ 

１ 

 

２ 

３ 

登校日⑥ 

 

４ 

 登校日⑦ 

５ 

 登校日⑧ 

６ 

 登校日⑨ 

７ 

 登校日⑩ 

1学期終業式 

８ ９ 

10 山の日 

 

 

11 12 13 14 15 16 

17 

 

 

18 19 20 21 22 23 

24 

2学期始業式 

（予定） 

25 

２学期始業式 

（当初） 

26 27 28 29 30 
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（別紙） 

 

【中学校】部活動の再開時期等について 

 

【方 針】 

長野県内の新型コロナウィルスの感染状況がこのまま落ち着いてきて、安曇野市の学校関係者に

罹患者が出ていない場合において、市内中学校の部活動を文科省やスポーツ庁から発出されている

留意事項に十分に配慮しながら、６月８日（月）から再開する。ただし、活動に参加することを見合

わせたい場合には申し出るものとする。 

また、再開時には、各部でミーティングを開き、家庭で行えるトレーニングの工夫等を情報共有し

ながら、急激に身体的に負担がかかる運動を避けて徐々に慣らしていく。更に新型コロナウィルス

感染予防の徹底について確認する。 

 

☆６月 １日（月）に、担任から部活動所属生徒へ説明し、「部活動入部届」を配布、４日（木）ま

でに提出してもらい、８日（月）の放課後から活動開始。 

 

☆６月 ８日（月）放課後から、従来の活動場所のみでの部活動を行う 

文科省やスポーツ庁や発出されている文書の留意事項を厳守する。 

当面は放課後の完全下校は午後５時５０分とする。活動は最長５時３５分まで。 

普通日の休養日は、必ず週１日設ける（安曇野市中学校スポーツ活動方針） 

日々の活動終了後、顧問（職員）が使用した道具やボール類を念入りに消毒する。 

 

☆６月 ８日（月）からの「朝の活動（自主練習）」について ➡ 当面行わない 

                            （状況を見て判断する）  

☆土日の部活動について ➡ 当面行わない（今後の土日の部活動については、状況を見て判断する） 

 

☆部活動指導員と外部コーチについて 

・部活動指導員と外部コーチの活用は行うこととする。 

ただし、参加にあたっては、当日、学校職員用の「健康チェックカード」等を利用しながら、消

毒やマスク着用など感染予防対策を十分に行った上で指導に当たってもらう。 

 

 

☆１年生の部活入部式については、状況を見て学校ごと判断し工夫して実施可能なら行う。 

 

  心電図検診及び健康診断が済んでいない１年生については、見学・ボール拾いやボール出しな

どのように、身体的な負荷が大きな運動にならないような工夫をする。 

また、帰宅時間を早めにする等の配慮を行う。 

 

  文化部の 1年生についても肉体的に大きな負担のかかる練習等は行わない。 
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新型コロナウイルス感染症に対応した学校給食の状況について 

 

５月 18日～５月 22日、各センター栄養教諭の学校視察の記録を基に作成 

状況について 改善点について 

<運搬について> 

・コンテナ室の「密」を避けるため、食缶の教室

への運搬を時間差にするなど各校とも工夫し

て対応している。 

 

 

・子どもが食缶を運ぶ時間に余裕がもてるように

する。 

・コンテナ室、手洗い場周辺がとても混雑するの

で、学級ごとに時間差をつけることも必要。 

 

<配膳について> 

〇小学校 

・教職員が盛り付けを行っている。 

・1～4年は教職員、5・6年は児童が行っている

場合が多い。 

・給食当番が、手洗い、消毒をしっかりと行った

上で盛り付けを行っている。 

・1年生の配膳には時間がかかっている。 

・配膳のときは、ソーシャルディスタンスが十

分に取れないことがあり、先生方も苦労して

いる。 

 

〇中学校 

・生徒が手袋を使用するか、手洗い、消毒をした

上で盛り付けを行っている。 

 

 

・配膳し易い献立を検討していく。 

・個包装、品数を減らすなどの検討をしていく。 

・使い捨て手袋の補充をすすめているが、すべりや

すいなど課題もあるので、給食前に石鹸でしっか

り手を洗い、アルコール消毒することを基本とす

る。 

<食事中> 

・机を前に向けて、会話を控えて食べている。 

 

 

・お代わりをする際にもマスクなどの対応をして

いく。 

<片付け> 

・口をつけた牛乳瓶や食器は、自分の物以外は

触れないようにしている。 

 

・食缶に残菜を戻す時に汁などが跳ね上がらない

よう注意する。 

 

<その他> 

・歯磨きの時、手洗い場に児童生徒が密集して

しまうことがある。 

 

・歯磨きをする際も飛沫が飛ばないよう注意する。 

・水道施設の増設が必要か検討する。 

 

 

資料２ 
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新型コロナウイルス感染症拡大防止に係る施設利用について（教育部）                 R2.5.25現在  

施設名 措置期間 措置の内容 利用状況  

公民館 5/21（木）
～当面の間 

 
【貸館】 
○５月 16日（土）～20日(水)  

  ・感染防止対策の周知を図り、貸館の
再開向けて準備を進める。 

 ○５月 21日(木)～ 
 ・感染防止策の徹底を図りながら、貸館

を行う。 
 ※ただし５月中の新規予約は受付けない 
  ※感染リスクが高い催物等は制限するこ

とがある 
 
【フリースペース】 
 椅子や机を撤去するなど、長時間の滞留
を防ぐ対策を継続 
 
【主催事業（共催事業を含む）】 
  ○５月：中止又は延期を継続 
 
【会議】 
 感染防止策の徹底を図りながら開催 

 

■５月 21日～24日の利用状況 

地 域 利用日数 利用件数 利用者数 

豊科公民館 １日 １件 ８人 

穂高公民館 ０日 ０件 ０人 

三郷公民館 ３日 ４件 50人 

堀金公民館 ２日 ７件 47人 

明科公民館 ２日 ２件 26人 

※利用団体・利用者とも少ない状況である。 
 
■市民からの意見・要望等 
・今まで誰とも話せなかったがやっと顔を合わせるこ
とができて嬉しい。 

・公民館で清掃用具を用意していただきありがたい。 
・現在の運用はいつまで続くのか。 
・通常（マスク着用無）で使用できるよう戻してほしい。 
・少人数で利用する場合、マスクを外して利用しても 
問題ないのではないか。 

 

 

 

 

 

 

体
育
施
設 

社会体育施設 5/16（土）
～当面の間 

 
【貸館】 
屋内施設：利用休止（当面の間） 

       新規予約は受付けない 
屋外施設：５月 16日(土)～ 

       感染防止策の徹底を図りな
がら、利用を再開する 
※ただし当面の間大会は禁止 

 
【主催事業（共催事業を含む）】 
５・６月：原則として中止又は延期 

 

■５月 16日～24日の利用状況 

地 域 利用日数 利用件数 利用者数 

豊科地域 ９日 88件 1,153人 

穂高地域 ９日 59件 695人 

三郷地域 ７日 21件 196人 

堀金地域 ７日 24件 132人 

明科地域 ３日 15件 184人 

 

■今後の対応（案） 
屋内施設：６月１日(月)～ 感染防止策の徹底を図り

ながら、利用を再開する（利用後の消毒を
利用者に実施してもらう） 

屋外施設：利用の継続 
大会開催：６月は自粛を要請し、７月以降は禁止しな

い 
（中学生等の上位大会は無くなったが、練習
の成果を発揮する大会の開催が予想される
ため） 
 
 

 

 

学校体育施設 5/21（木）
～当面の間 

 
【貸館】 
 屋内施設：利用休止（当面の間） 
       新規予約は受付けない 
 屋外施設：５月 16日（土）～20日(水) 

利用休止継続 
      ５月 21日（木） 

学校の再開(全員登校）に合わ
せて、感染防止策の徹底を図り
ながら、利用を再開する       
※ただし当面の間大会は禁止 
 

【主催事業（共催事業を含む）】 
 ５・６月：原則として中止又は延期 

 

■５月 21日～24日の利用状況 

地 域 利用日数 利用件数 利用者数 

豊科地域 ３日 ４件 268人 

穂高地域 ０日 ０件 ０人 

三郷地域 １日 １件 57人 

堀金地域 ０日 ０件 ０人 

明科地域 ２日 ２件 39人 

 

■今後の対応（案） 
屋内施設：６月８日(月)～ 学校の部活動再開に合わ

せて、感染防止策の徹底を図りながら、利
用を再開する（利用後の消毒を利用者に実
施してもらう） 

屋外施設：利用の継続 
大会開催：社会体育施設と同じ  

 
■市民からの意見・要望等（社会体育・学校体育施設共通） 
・屋内体育施設も早く利用できるようにしてほしい。 
・屋内体育施設の利用再開の目途を教えてほしい。 
 
 

 
 
 
 
 
 

資料３ 
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図
書
館 

中央 

５/16(土)
～当面の間 

 
○５月 16日(土)～    
 感染防止策を講じたうえで開館。 
 開館時間：全館午前 10時～午後 5時 
・マスク必着。人との間隔が確保できない
等込み具合により入館を制限する場合あ
り。 

・貸出・返却のみとし、閲覧席は閉鎖。 
・予約（インターネット及び電話）継続 
・貸出冊数及び期限延長については継続。 
 
貸出冊数の上限増： 
（10冊→20冊）当面の間 
貸出期間延長： 
（２週間→４週間）当面の間 
※土・日は混雑が予想されるため、平日利
用が可能な方はなるべく平日利用をお願い
する。 
 
【主催事業（共催事業を含む）】 
 ６月末まで中止又は延期。 
 

 
開館後の来観者状況 
 

 中央 豊科 三郷 堀金 明科 

５/16(土) 736 289 206 153 80 

５/17(日) 671 234 194 86 53 

５/19(火) 477 215 106 105 56 

５/20(水) 409 153 78 48 59 

５/21(木) 276 144 67 62 75 

５/22(金) 277 123 81 51 57 

５/23(土) 363 197 123 78 49 

５/24(日) 424 204 106 55 51 

計 3,633 1,559 961 638 480 

貸出冊数 14,135 5,192 4,244 2,073 822 
  
 

豊科  

三郷  

堀金  

明科  

博
物
館
・
美
術
館
等 

豊科郷土博物館 

５/16(土)
～当面の間 

 
〇５月 16日（土）～ 
  感染防止策を講じたうえで、開館。 
 ・県外へ向けた誘客は行わない。 
 ・新型コロナウイルス感染症の患者及び

濃厚接触者で経過観察期間に該当する
方、特別警戒都道府県の往来をして 14
日以内である方、50名を超える団体は
お断りする。 

 ・マスク着用、入館時の消毒、換気(可
能な施設)への理解を依頼。 

 ・来観者カードへ連絡先を記入。 
 ・会議室等を使用する場合は、施設利用  

にあたりチェック項目シートを記入。 
 ・来観者同士の間隔がとれない等、込み

具合により、入館を制限する場合あ
り。 

 
 ◎文書館、臼井吉見文学館は、土曜日が

休館日のため、17日(日）より開館 

 
・館によっては、収蔵資料保存管理のため、換気が難
しい部屋もあるが、エントランスなど、換気ができる
箇所については実施している。 
 
・来観者には、来観者カードの記入について協力いた
だいているが、現在のところ、どの館も入館者は少な
く、１日 10人に満たない状況である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

穂高郷土資料館  

貞享義民記念館  

安曇野市文書館  

臼井吉見文学館  

豊科近代美術館  

田淵行男記念館  

髙橋節郎記念
美術館 

 穂高陶芸会館 

飯沼飛行士記念館 

交
流
学
習
セ
ン
タ
ー
・
交
流
学
習
施
設 

穂高 

５/16(土)
～当面の間 

 
【貸部屋・自習室】 
 ○５月 16日(土)～  
 感染防止策を講じたうえで貸部屋を再
開。但し仮予約のあった者のうち、感
染防止対策が図れる者のみ利用可と
し、新規予約は 5月中は受けない。 

  ・貸部屋の使用人数の制限を設け、密
を避け、各部屋の人との間隔を 2ｍ
空ける手立てを講じる。 

  ・使用前に施設利用にあたってのチェ
ック項目シートを記入。 

  ・自習室利用者は「自習室利用カー
ド」を記入。 

  ・発熱、咳、咽頭痛等の感冒症状のあ
る方は断る。 

  ・マスク着用、手洗い、うがい、アル
コール消毒等感染への予防策を講じ
る。 

  ・30分に一度換気を行う。 
  ・ゴミはビニール袋へ入れて各自持ち

帰り。 
  ・部屋の使用が終了した時点で、換気

と手に触れる場所等の消毒を行う。 
 
【フリースペース】 
 椅子や机を撤去する等、長時間の滞留を
防ぐ対策を継続 

 
自習室…利用者人数 
 豊科 穂高 三郷 堀金 明科 

５/16(土) 5 8 3 0 0 

５/17(日) 8 8 2 3 0 

５/19(火) 8 4 0 0 0 

５/20(水) 5 4 0 0 0 

５/21(木) 5 2 0 3 1 

５/22(金) 7 4 3 0 0 

５/23(土) 9 13 7 2 0 

５/24(日) 11 14 5 4 0 
 
貸部屋…利用団体数()は利用人数 
 豊科 穂高 三郷 明科 

５/16(土) 0 0 0 0 

５/17(日) 0 0 0 0 

５/19(火) 0 0 0 0 

５/20(水) 0 0 0 0 

５/21(木) 0 0 0 0 

５/22(金) 3(28) 1(8) 0 0 

５/23(土) 2(11) 1(5) 0 0 

５/24(日) 0 0 0 0 
 
・自習室の混雑は現在のところない。 
・国、県の対処方針に沿ったチェックリストにより貸館を行っ
ているため、利用したくても利用できない団体が多い。 
・施設入口の消毒液の確保が難しくなってきている。 
 

 

豊科  

三郷  

明科  

 

 
 
 
 

施設名 措置期間 措置の内容 利用状況  
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穂高プールの営業について 

 

令和 2 年度は、休業する。 
 

１．施設の概要 

 [名称] 安曇野市穂高プール 

 [場所] 安曇野市穂高 5747番地 

 [開場] 平成元年 

 [総事業費] 390,000,000円 

 [施設面積] 17,104㎡ 

・プール施設 総水面積 2,126㎡ 

   25mプール(水深 1.2～1.3m 水面積 250㎡) 

  流水プール(水深 1m 延長 175m 水面積 1,138㎡) 

   チビッコプール(水深 0.1～0.3m 水面積 242㎡) 

コドモプール(水深 0.7m 水面積 368㎡) 

    （ウォータースライダー(緑色コース延長 98m 黄色コース延長 41m)） 

  ・付属施設 管理棟、バーゴラ、売店、ステージ、駐車場 188台、公園 

    男子更衣室面積 61.2㎡ ロッカー数 580 

    女子更衣室面積 61.2㎡ ロッカー数 520 

 

２．利用状況 

項 目 平成 28年度 平成 29年度 平成 30年度 平成 31年度 

期間日数（日） 53 53 45 36 

開場日数（日） 49 45 44 34 

７月入場者数（人） 6,835 9,667 11,369 3,533 

８月入場者数（人） 15,628 16,434 14,781 12,751 

９月入場者数（人） 1,198 480 269 運営なし 

入場者数合計（人） 23,661 26,581 26,419 16,284 

１日平均入場者数（人） 483 591 600 479 

 

３．平成 30年度穂高プール利用者アンケート結果 

（１）期間 平成 30年 7月 14日(土)～8月 26日(日) 

 （２）市内外利用者割合 市内 49.5％ 市外 50.5％ 

お住まいの地域 回答数（人） 割合 

豊 科 830 8.2% 

穂 高 2,645 26.2% 

三 郷 719 7.1% 

堀 金 570 5.6% 

明 科 237 2.3% 

その他（市外） 5,092 50.5% 

合 計 10,093 100% 

 

資料４ 
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令和 2年度 信州安曇野薪能公演の中止について 

 

１ 経過 

令和２年 8 月 22 日（土）に、市制施行 15 周年と 30 回目の節目となる当

事業の開催を記念し、明科龍門渕公園において薪能公演を実施するため準備

を進めてきた。 

期日 項目 内容 

3月 27日 信州安曇野薪能実行委員会準備会 実行委員会の組織について 

4月 1日 薪能広報用チラシ等デザイン着手 業者選定の上、発注 

4月 7日 協賛依頼 （株）ちくま精機訪問 

4月 8日 実行委員会加入依頼 JAあづみ・各地区芸文協など 

4月 9日 主宰者との打ち合わせ 中止・延期の判断について 

5月 8日 第 1回信州安曇野薪能実行委員会 中止意見多数 

5月 11日 実行委員へ電話連絡 中止について協議 

5月 12日 実行委員会書面表決通知 ６月１日締め切り 

 

２ 中止について 

 5月 8日（金）に第 1回実行委員会を開催し、中止・延期・規模縮小の案を示

すが、感染症の流行の中では、事業の中止も止むを得ないとの意見が多数を占

めた。 

 その後、5 月 11 日（月）に感染症拡大防止を考慮する中で、本年度、薪能を

実施することは困難であると事務局において判断し、あらためて実行委員に電

話で中止とすることについて意見を求めたところ、全員から「中止はやむを得

ない」との回答を得た。 

 なお、5 月 15 日（金）に公演を主宰する青木道喜氏と電話で協議し、公演の

中止についてご了承をいただいている。 

 

資料５ 



安曇野市の子どもの命を守る

交通事故0プロジェクト
1 止まる・見る・待つ の徹底

歩行者・運転者ともに「止まる・見る・待つ」を励行す
ること（特に「待つ」）。

2 ヘルメットのあごひもを締める
自転車に乗る際には「ヘルメットを必ず着用」すること。
あごひもをしっかりと締めること。

3 自動車での送迎の注意
送迎時には学校の正門付近まで自動車を乗り入れること
はしない、駐車時の安全確認、低速走行等、細心の注意
を払うことをお願いします。

【教育長メッセージ】

全国各地で痛ましい交通事故が後を絶
たない状況は心が痛みます。
安曇野市内では、交通安全教室や地区

ごとの自転車安全教室などを実施し、児
童生徒が交通事故に遭わないための具体
的な行動について指導を重ねていますが、
心配がないわけではありません。
例えば、朝の通勤時に子どもを学校ま

で送り届けて職場に向かう方などが確実
に増えています。
そこで、子どもたちや、保護者、教職

員が決して交通事故の加害者や被害者に
ならないことを願って、すべての家庭で、
「気を付けてね」の声掛けと「気を付け
るよ」の返事を日常化させ、子どもたち
の何よりも大切な「命を守り、交通事故
0（ゼロ）を目指します。

（令和元年5月20日安曇野市教育委員会5月定例会）

「令和2年度安曇野市学校教育グランド
デザイン」の中に「交通事故0（ゼロ）
プロジェクト」を位置付け、市内全校で
重点的に取り組む内容の一つとしました
（右図の赤で囲んだ部分）。

安曇野市教育委員会 無事故 日目。

令和2年度 安曇野市学校教育グランドデザイン 抜粋

市内全校で重点的に取り組む内容

（10）命・人権の尊重

命と人権・平和教育の充実、

交通事故０プロジェクト、

安曇野市役所本庁舎３階西側教育委員会壁に掲載中
最長記録：令和元年12月26日～令和2年2月14日（51日間）

県民による自発的な交通安全活動の推進に関する行動指針

自ら実践！交通安全「私から！」

ゼロ

安曇野市教育委員会 学校教育課 ☎0263-71-2223


